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さ れ て い ま し た 。  当 時 の 恩 納 村 の  「 議 会 全 員 協 議 会

 定 例 会  （ １ ９ ７ １  ・

４ ）  」  の 資 料 が 残

さ れ て  い ま す

。  資 料 に は

利 点 と し て  「 １ 号 線 の 交 通 緩 和 」

「 隣 接 市 町 村 と の 交 通 が 便 利 に な る 」  こ と が 挙 げ ら れ

る 一

方 、  縦 貫 し た と

き の 欠 点 事 項 の 方 が 多 く 挙 げ ら れ て  い ま す 。  水 源 地 の 汚 染 、  赤 土 流 出 とい  っ  た 環 境  へ  の 懸 念 の  ほ か 、  観 光 地 恩 納 村 と し て は  で き る だ け ゆ  っ  く り 、  観光 客 に は 恩 納 村 で 過 ご し て ほ し い と い う 考 え が 記 さ れ て い ま す 。  最 終 的に 、  北 部 縦 貫 道 路 は 東 コ  ー ス  に 決 ま り ま し た

（ 琉 球 新 報 １ ９ ７ ２ 年

８
月

2 6日
）
。  こ れ は 現 在 の 石 川 ― 許 田 間 の 沖 縄 自 動 車 道 に あ た り ま す 。

【 復 帰 後 】
　
復 帰 後 、  １ 号 線 は

国 道

5 8号 と な り ま し た 。  国 際 海 洋 博 覧 会 関 連 事 業

と し

て 整 備 も 進 め ら れ 、  嘉 手 納 ― 仲 泊 間 の 片 側 ２ 車 線 拡 幅 や 仲 泊 ― 許 田 間の 改 良 工 事 が 行 わ れ ま し た 。　 ま た 、

国 道

5 8号
か ら 北 部 縦 貫 自 動 車 道 と 国 道 ３ ２ ９ 号 を 結 ぶ た め 、  仲

泊 と 山 田 に  バ  イ パ  ス が 開 通 し ま し た 。  こ の 時 、  仲 泊 遺 跡 の あ る 丘 陵 も 壊 され る 予 定 に な  っ  て  い ま し た が 、  県 民 や 村 民 の 文 化 財 保 存 運 動 に よ  っ  て ル ート が 変 更 さ れ 、  遺 跡 は 守 ら れ ま し た 。　
２ ０ ０ ０ 年 の 九 州  ・  沖 縄 サ ミ  ッ ト 開 催 の 際 も

国 道

5 8号
の 整 備 が 行 わ

れ ま

し た 。  「 雨 天 時 の 安 全 性 の 向 上 や 走 行 騒 音 の 低 減 」  を 目 的 に 、  サ ミ  ッ

ト 会 場 や プ レ ス セ ンタ ー 、  主 要 宿 泊 施 設間 を 結 ぶ 道 を 全 面 的に 排 水 性 舗 装 す る 工事 が 実 施 さ れ ま した 。  区 間 は 名 護 市 宮里 か ら 恩 納 村 山 田 まで  で し た 。　 近 年 の 、  村 内 の 大き な 道 路 建 設 は 瀬 良垣 か ら 南 恩 納 ま で の

嘉 手 納 ま で 貨 物 を 輸 送 し ま し た 。

【 戦 後 】

                                  

　 米 軍 は 読 谷 、  嘉 手 納 の 両 飛 行場 を 制 圧 す る と 、  ト ラ  ッ  ク で 物 資や 人 員 を 移 動 す る た め 、  ま た 戦 車の 通 行 の た め 、  道 路 の 幅 を 広 げ る改 修 、  整 備 を 進 め ま し た 。  恩 納 村を 通 る か つ て の 県 道 も 拡 幅 さ れ「 軍 用 道 路 １ 号 線 」  （ 以 下 １ 号 線／ 現 在 の

国 道

5 8号
）  と な り ま し た 。

米 軍 に 収 容 さ れ  て  い た 人 々 も 軍 作業 と し て 道 路 整 備 に 駆 り 出 さ れた そ う で す 。  コ ー ラ ル を 敷 い た だけ の 道 路 は 凸 凹 で 、  車 が 通 る た びに 土 埃 が 舞 い ま し た が 、  １ ９ ５ ４

（ 昭 和

2 9）年 、  本 土 の 大 手 企 業 に よ  っ  て 道 路 改 修 工 事 が 行 わ れ 、  那 覇 ― 名 護

間 の  ア  ス  フ  ァ  ル ト 舗 装 が 完 成 し ま し た 。　 １ 号 線 は 那 覇 市 明 治 橋 か ら 国 頭 村 奥 ま で の 幹 線 道 路 で 、  那 覇 か ら 読谷 ま で が 軍 道 路 、  読 谷 か ら 名 護 ま で は 軍 営 繕 道  （ の ち に 軍 道 ）  、  名 護 以 北が 政 府 道 路 と い う 管 理 に 分 け ら れ て  い ま し た 。  恩 納 村 を 通 る 部 分 は 軍 営繕 道 に あ た り ま し た 。  軍 営 繕 道 と は 、  政 府 道 で あ り な が ら 維 持 管 理 は 米軍 が 行 う 道 の  こ と で し た 。　 米 軍 は ア メ リ カ 本 国 の 道 路 番 号 の 付 番 を も と に し て 、  沖 縄 本 島 を 縦 断す る 道 に は 奇 数 番 号 、  横 断 す る 道 路 に は 偶 数 番 号 を 付 け ま し た 。  現 在 の国 道 ３ ２ ９ 号

は

1 3号 線

、  仲 泊 か ら 旧 石 川 市 東 恩 納  へ  の 道 路 は ６ 号 線 で し

た 。  主 要 な 道 路 に  は 米 軍 に よ る 道 路 標 識 が 立 て ら れ ま し た 。　 復 帰 直 前 の １ ９ ７ １

（ 昭 和

4 6）年 頃 、  北 部 縦 貫 道 路 建 設 の 話 が 持 ち 上 が

り ま し た 。  こ れ は １ ９ ７ ５

（ 昭 和

5 0）年 に 本 部 町 で 開 催 さ れ る 沖 縄 国 際

海

洋 博 覧 会 の 関 連 事 業 で 、  当 初 は 恩 納 村 も ル ー ト に 入 る 西 側 コ  ー ス が 想 定

　
私 た ち が 普 段 利 用 し て  い る 道 は 、  環 境 や 人 々  の 暮 ら し 、

ま た 歴 史 的 な 出 来 事 に よ  っ  て 新 し く 開 通 し た り 、  整 備 さ れた り し て き ま し た 。  今 回 は 恩 納 村 の 道 の 歴 史 を み て み ます 。

【 恩 納 間 切 時 代  （ １ ９ ０ ８ 年 よ り 前 ）  】
　
恩 納 間 切 を 往 来 す る 人 々  は 宿 道 、  脇 道 、  原 道 を 使  っ  て 移 動 し て い ま し

た 。  宿 道 は 現 在 の 国 道 の よ う な も の  で 、  首 里 か ら 地 方  へ  通 さ れ た 主 要 な 道で し た 。  恩 納 間 切 を 通 る 宿 道 は 首 里 か ら 浦 添 、  北 谷 、  読 谷 方 面 を 通  っ  て 恩納 間 切 に 至 り 、  名 護 、  本 部 、  今 帰 仁  へ  向 か う ル ー ト  で し た 。  読 谷 山 間 切  （ 現在 の 読 谷 村 ）  の 喜 名 番 所 か ら 本 部  へ  向 か う 区 間 は  「 国 頭 方 西 海 道 」  と 呼 ばれ 、  村 内 の 真 栄 田

の
一
里 塚  （ 宿 道 に は １ 里 ご と に 塚 が 作 ら れ て い た ）  か ら

仲
泊
一 里 塚 ま で は 、  現 在 、  国 指 定 史 跡 と な  っ  て  い ま す 。

　 脇 道 は 宿 道 の 通  っ  て い な い 村 々 や 東 西 の 宿 道 を 連 結 す る 道 で 、  現 在 の県 道 に 近 い も の  で し た 。  恩 納 村 で は 金 武 町  へ  の 道 や 真 栄 田 、  塩 屋 、  宇 加 地か ら 読 谷 村  へ  通 じ る 道 な ど が こ れ  に あ た り ま し た 。  原 道 は 現 在 の 村 道 の よう な も の  で 、  こ ち ら は 各 ム  ラ  （ 現 在 の 字 や 区 ）  が 管 理 し て  い ま し た 。【 戦 前 の 道 路 】
　
1 ９  ０  ８  （

明 治

4 1）年 に 沖 縄 県 及 島 嶼 町 村 制 に よ  っ  て 恩 納 間 切 は 恩 納

村 に

な り ま し た 。  こ の 頃 か ら 宿 道 に か わ る 県 道  （ 現 在 の 県 道 と は 異 な る ）

の 建 設 が は じ ま り ま す 。  村 民 や 周 辺 地 域 の 人 々  も 工 事 に あ た り ま し た 。  重労 働 で し た が 、  給 与 を 求 め  て 男 女 と も に 工 事 に 参 加 し た そ う で す 。  建 設 には 数 年 か か り 、  １ ９ １ ４  （ 大

正
３ ）  年 頃 に 伊 武 部 ま で 通  っ  た と 言 わ れ  て  い ま

す 。  こ  の 工 事 で 谷 間 だ  っ  た 恩 納 区 の 船 越 が 埋 め ら れ ま し た 。　 県 道 が 開 通 す る と 、  荷 馬 車 や 客 馬 車 、  自 動 車 も 通 る よ う に な り ま し た 。１ ９ ２ ２

（ 大 正

1 1）
年 に  は 嘉 手 納 か ら 軽 便 鉄 道 が 開 通 し た た め 、  荷 馬 車 で

恩 納 バ  イ パ  ス と 南 恩 納 か ら 仲 泊 ま で の 恩 納 南 バ  イ パ  ス  で

す 。  恩 納 バ  イ パ  ス

（ 北 側 ）  、  恩 納 南 バ  イ パ  ス  は 交 通 渋 滞 の 緩 和 、  交 通 安 全 の 確 保  ・  沿 道 環 境 の改 善 、  観 光 産 業 の 支 援 を 目 的 と し  て 、  １ ９ ８ ９  （ 平 成 元 ）  年 度 か ら 事 業 が はじ ま り ま し た 。  恩 納 バ  イ パ  ス

は 一

部 キ  ャ  ン プ  ・  ハ  ン セ ン  の 土 地 に か か  っ  て お

り 、  ２ ０ ０ ３

（ 平

成

1 5）
年 に  そ の 部 分 の 土 地 が 返 還 さ れ ま し た 。  ２ ０ １ １  （ 平

成

2 3）年 ４ 月 に 恩 納 バ  イ  パ  ス  が 、  2 0 1 ８  （ 平 成

3 0）  年 ３ 月 に 恩 納 南 バ  イ  パ  ス

が 全 線 暫 定 供 用 さ れ 、  渋 滞 も 以前 よ り 緩 和 し ま し た 。  し か し 、  まだ 交 通 容 量 を 超 過 し て い る こ とか ら 、  現 在 も ４ 車 線 化 に 向 け  て 工事 が 進 め  ら れ  て  い  ま す 。　 恩 納 バ イ パ  ス 、  恩 納 南 バ イ パ  スの 開 通 に よ  っ  て 、  海 岸 線 の 商 業 施設 で 売 り 上 げ が 落 ち た と こ ろ があ り ま し た 。  そ こ で 海 岸 線 側 の国 道

5 8号
を  「 お ん な サ  ン セ  ッ  ト 海

道 」  と 名 付 け 、  海 岸 沿 い  の 眺 望 や沿 道 に 構 え る 個 性 的 な 店 舗 や 施設 の 魅 力 を 発 信 す る 取 り 組 み が行 わ れ  て  い ま す 。  （ 幸 喜 ）
恩 納 南 バ イ パ ス 全 線 暫 定 開 通 式 （ 2 0 1 8 年 3 月 8 日 ）

広 報 お ん な 第 1 8 号 （ 1 9 7 5 年 6 月 号 ）

1 5 広 報 お ん な 2 0 2 6. 1

恩 納 村 史

編 さ ん
だ よ り

1 0 6
恩 納 村 の 道 の あ ゆ み

さ れ て い ま し た 。  当 時 の 恩 納 村 の  「 議 会 全 員 協 議 会

 定 例 会  （ １ ９ ７ １  ・

４ ）  」  の 資 料 が 残

さ れ て  い ま す

。  資 料 に は

利 点 と し て  「 １ 号 線 の 交 通 緩 和 」

「 隣 接 市 町 村 と の 交 通 が 便 利 に な る 」  こ と が 挙 げ ら れ

る 一

方 、  縦 貫 し た と

き の 欠 点 事 項 の 方 が 多 く 挙 げ ら れ て  い ま す 。  水 源 地 の 汚 染 、  赤 土 流 出 とい  っ  た 環 境  へ  の 懸 念 の  ほ か 、  観 光 地 恩 納 村 と し て は  で き る だ け ゆ  っ  く り 、  観光 客 に は 恩 納 村 で 過 ご し て ほ し い と い う 考 え が 記 さ れ て い ま す 。  最 終 的に 、  北 部 縦 貫 道 路 は 東 コ  ー ス  に 決 ま り ま し た

（ 琉 球 新 報 １ ９ ７ ２ 年

８
月

2 6日
）
。  こ れ は 現 在 の 石 川 ― 許 田 間 の 沖 縄 自 動 車 道 に あ た り ま す 。

【 復 帰 後 】
　
復 帰 後 、  １ 号 線 は

国 道

5 8号 と な り ま し た 。  国 際 海 洋 博 覧 会 関 連 事 業

と し

て 整 備 も 進 め ら れ 、  嘉 手 納 ― 仲 泊 間 の 片 側 ２ 車 線 拡 幅 や 仲 泊 ― 許 田 間の 改 良 工 事 が 行 わ れ ま し た 。　 ま た 、

国 道

5 8号
か ら 北 部 縦 貫 自 動 車 道 と 国 道 ３ ２ ９ 号 を 結 ぶ た め 、  仲

泊 と 山 田 に  バ  イ パ  ス が 開 通 し ま し た 。  こ の 時 、  仲 泊 遺 跡 の あ る 丘 陵 も 壊 され る 予 定 に な  っ  て  い ま し た が 、  県 民 や 村 民 の 文 化 財 保 存 運 動 に よ  っ  て ル ート が 変 更 さ れ 、  遺 跡 は 守 ら れ ま し た 。　
２ ０ ０ ０ 年 の 九 州  ・  沖 縄 サ ミ  ッ ト 開 催 の 際 も

国 道

5 8号
の 整 備 が 行 わ

れ ま

し た 。  「 雨 天 時 の 安 全 性 の 向 上 や 走 行 騒 音 の 低 減 」  を 目 的 に 、  サ ミ  ッ

ト 会 場 や プ レ ス セ ンタ ー 、  主 要 宿 泊 施 設間 を 結 ぶ 道 を 全 面 的に 排 水 性 舗 装 す る 工事 が 実 施 さ れ ま した 。  区 間 は 名 護 市 宮里 か ら 恩 納 村 山 田 まで  で し た 。　 近 年 の 、  村 内 の 大き な 道 路 建 設 は 瀬 良垣 か ら 南 恩 納 ま で の

嘉 手 納 ま で 貨 物 を 輸 送 し ま し た 。

【 戦 後 】

                                  

　 米 軍 は 読 谷 、  嘉 手 納 の 両 飛 行場 を 制 圧 す る と 、  ト ラ  ッ  ク で 物 資や 人 員 を 移 動 す る た め 、  ま た 戦 車の 通 行 の た め 、  道 路 の 幅 を 広 げ る改 修 、  整 備 を 進 め ま し た 。  恩 納 村を 通 る か つ て の 県 道 も 拡 幅 さ れ「 軍 用 道 路 １ 号 線 」  （ 以 下 １ 号 線／ 現 在 の

国 道

5 8号
）  と な り ま し た 。

米 軍 に 収 容 さ れ  て  い た 人 々 も 軍 作業 と し て 道 路 整 備 に 駆 り 出 さ れた そ う で す 。  コ ー ラ ル を 敷 い た だけ の 道 路 は 凸 凹 で 、  車 が 通 る た びに 土 埃 が 舞 い ま し た が 、  １ ９ ５ ４

（ 昭 和

2 9）年 、  本 土 の 大 手 企 業 に よ  っ  て 道 路 改 修 工 事 が 行 わ れ 、  那 覇 ― 名 護

間 の  ア  ス  フ  ァ  ル ト 舗 装 が 完 成 し ま し た 。　 １ 号 線 は 那 覇 市 明 治 橋 か ら 国 頭 村 奥 ま で の 幹 線 道 路 で 、  那 覇 か ら 読谷 ま で が 軍 道 路 、  読 谷 か ら 名 護 ま で は 軍 営 繕 道  （ の ち に 軍 道 ）  、  名 護 以 北が 政 府 道 路 と い う 管 理 に 分 け ら れ て  い ま し た 。  恩 納 村 を 通 る 部 分 は 軍 営繕 道 に あ た り ま し た 。  軍 営 繕 道 と は 、  政 府 道 で あ り な が ら 維 持 管 理 は 米軍 が 行 う 道 の  こ と で し た 。　 米 軍 は ア メ リ カ 本 国 の 道 路 番 号 の 付 番 を も と に し て 、  沖 縄 本 島 を 縦 断す る 道 に は 奇 数 番 号 、  横 断 す る 道 路 に は 偶 数 番 号 を 付 け ま し た 。  現 在 の国 道 ３ ２ ９ 号

は

1 3号 線

、  仲 泊 か ら 旧 石 川 市 東 恩 納  へ  の 道 路 は ６ 号 線 で し

た 。  主 要 な 道 路 に  は 米 軍 に よ る 道 路 標 識 が 立 て ら れ ま し た 。　 復 帰 直 前 の １ ９ ７ １

（ 昭 和

4 6）年 頃 、  北 部 縦 貫 道 路 建 設 の 話 が 持 ち 上 が

り ま し た 。  こ れ は １ ９ ７ ５

（ 昭 和

5 0）年 に 本 部 町 で 開 催 さ れ る 沖 縄 国 際

海

洋 博 覧 会 の 関 連 事 業 で 、  当 初 は 恩 納 村 も ル ー ト に 入 る 西 側 コ  ー ス が 想 定

　
私 た ち が 普 段 利 用 し て  い る 道 は 、  環 境 や 人 々  の 暮 ら し 、

ま た 歴 史 的 な 出 来 事 に よ  っ  て 新 し く 開 通 し た り 、  整 備 さ れた り し て き ま し た 。  今 回 は 恩 納 村 の 道 の 歴 史 を み て み ます 。

【 恩 納 間 切 時 代  （ １ ９ ０ ８ 年 よ り 前 ）  】
　
恩 納 間 切 を 往 来 す る 人 々  は 宿 道 、  脇 道 、  原 道 を 使  っ  て 移 動 し て い ま し

た 。  宿 道 は 現 在 の 国 道 の よ う な も の  で 、  首 里 か ら 地 方  へ  通 さ れ た 主 要 な 道で し た 。  恩 納 間 切 を 通 る 宿 道 は 首 里 か ら 浦 添 、  北 谷 、  読 谷 方 面 を 通  っ  て 恩納 間 切 に 至 り 、  名 護 、  本 部 、  今 帰 仁  へ  向 か う ル ー ト  で し た 。  読 谷 山 間 切  （ 現在 の 読 谷 村 ）  の 喜 名 番 所 か ら 本 部  へ  向 か う 区 間 は  「 国 頭 方 西 海 道 」  と 呼 ばれ 、  村 内 の 真 栄 田

の
一
里 塚  （ 宿 道 に は １ 里 ご と に 塚 が 作 ら れ て い た ）  か ら

仲
泊 の

一 里 塚 ま で は 、  現 在 、  国 指 定 史 跡 と な  っ  て  い ま す 。

　 脇 道 は 宿 道 の 通  っ  て い な い 村 々 や 東 西 の 宿 道 を 連 結 す る 道 で 、  現 在 の県 道 に 近 い も の  で し た 。  恩 納 村 で は 金 武 町  へ  の 道 や 真 栄 田 、  塩 屋 、  宇 加 地か ら 読 谷 村  へ  通 じ る 道 な ど が こ れ  に あ た り ま し た 。  原 道 は 現 在 の 村 道 の よう な も の  で 、  こ ち ら は 各 ム  ラ  （ 現 在 の 字 や 区 ）  が 管 理 し て  い ま し た 。【 戦 前 の 道 路 】
　
1 ９  ０  ８  （

明 治

4 1）年 に 沖 縄 県 及 島 嶼 町 村 制 に よ  っ  て 恩 納 間 切 は 恩 納

村 に

な り ま し た 。  こ の 頃 か ら 宿 道 に か わ る 県 道  （ 現 在 の 県 道 と は 異 な る ）

の 建 設 が は じ ま り ま す 。  村 民 や 周 辺 地 域 の 人 々  も 工 事 に あ た り ま し た 。  重労 働 で し た が 、  給 与 を 求 め  て 男 女 と も に 工 事 に 参 加 し た そ う で す 。  建 設 には 数 年 か か り 、  １ ９ １ ４  （ 大

正
３ ）  年 頃 に 伊 武 部 ま で 通  っ  た と 言 わ れ  て  い ま

す 。  こ  の 工 事 で 谷 間 だ  っ  た 恩 納 区 の 船 越 が 埋 め ら れ ま し た 。　 県 道 が 開 通 す る と 、  荷 馬 車 や 客 馬 車 、  自 動 車 も 通 る よ う に な り ま し た 。１ ９ ２ ２

（ 大 正

1 1）
年 に  は 嘉 手 納 か ら 軽 便 鉄 道 が 開 通 し た た め 、  荷 馬 車 で

恩 納 バ  イ パ  ス と 南 恩 納 か ら 仲 泊 ま で の 恩 納 南 バ  イ パ  ス  で

す 。  恩 納 バ  イ パ  ス

（ 北 側 ）  、  恩 納 南 バ  イ パ  ス  は 交 通 渋 滞 の 緩 和 、  交 通 安 全 の 確 保  ・  沿 道 環 境 の改 善 、  観 光 産 業 の 支 援 を 目 的 と し  て 、  １ ９ ８ ９  （ 平 成 元 ）  年 度 か ら 事 業 が はじ ま り ま し た 。  恩 納 バ  イ パ  ス

は 一

部 キ  ャ  ン プ  ・  ハ  ン セ ン  の 土 地 に か か  っ  て お

り 、  ２ ０ ０ ３

（ 平

成

1 5）
年 に  そ の 部 分 の 土 地 が 返 還 さ れ ま し た 。  ２ ０ １ １  （ 平

成

2 3）年 ４ 月 に 恩 納 バ  イ  パ  ス  が 、  2 0 1 ８  （ 平 成

3 0）  年 ３ 月 に 恩 納 南 バ  イ  パ  ス

が 全 線 暫 定 供 用 さ れ 、  渋 滞 も 以前 よ り 緩 和 し ま し た 。  し か し 、  まだ 交 通 容 量 を 超 過 し て い る こ とか ら 、  現 在 も ４ 車 線 化 に 向 け  て 工事 が 進 め  ら れ  て  い  ま す 。　 恩 納 バ イ パ  ス 、  恩 納 南 バ イ パ  スの 開 通 に よ  っ  て 、  海 岸 線 の 商 業 施設 で 売 り 上 げ が 落 ち た と こ ろ があ り ま し た 。  そ こ で 海 岸 線 側 の国 道

5 8号
を  「 お ん な サ  ン セ  ッ  ト 海

道 」  と 名 付 け 、  海 岸 沿 い  の 眺 望 や沿 道 に 構 え る 個 性 的 な 店 舗 や 施設 の 魅 力 を 発 信 す る 取 り 組 み が行 わ れ  て  い ま す 。  （ 幸 喜 ）

1 号 線 に 建 て ら れ た 道 路 標 識 （ 沖 縄 県 公 文 書 館 所 蔵 ）

と う し ょ
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